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後

記

『
北
大
百
年
史

通
説
』
は
既
刊
の
「
部
局
史
」

「
札
幌
農
学
校
史
料
ハ
円
・
白
」
に
続
い
て
、

『
北
大
百
年
史
』
全
四
冊
を
構
成
す
る

最
後
の
巻
で
あ
る
。
本
書
は
、
札
幌
農
学
校
以
来
の
変
遷
を
一

O
章
に
分
か
っ
て
概
観
す
る
「
通
史
」
の
部
分
と
、
北
大
百
年
の
歴
史
の

中
で
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
問
題
を
あ
げ
て
個
別
的
に
紹
介
検
討
す
る
「
北
大
百
年
の
諸
問
題
」
の
部
分
と
、
「
史
料
」

「
統
計
」
「
年
表
」

と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
た
理
由
、
特
に
「
北
大
百
年
の
諸
問
題
」
と
い
う
部
分
を
設
け
た
理
由
は
、
全
時
代
を

概
観
す
る
通
史
的
な
記
述
の
中
で
は
、
特
殊
問
題
を
立
ち
入
っ
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
し
、

ま
た
通
史
の
執
筆
に
当
た
る
編
集
員
に
と

つ
て
は
特
殊
問
題
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
掘
り
下
げ
て
記
述
す
る
こ
と
は
困
難
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

「
諸
問
題
」
は

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
か
た
が
た
に
執
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
通
史
」
に
つ
い
て

扱
う
時
期
と
し
て
は
、
開
拓
使
仮
学
校
設
置
の
背
景
と
な
っ
た
開
拓
使
お
よ
び
そ
の
西
欧
技
術
導
入
政
策
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
北
海
道

博
司
(
編
集
員
)
、

大
学
創
基
百
周
年
に
当
た
る
一
九
七
六
年
(
昭
和
五
一
)
を
も
っ
て
終
わ
る
こ
と
と
し
た
。
お
お
よ
そ
の
執
筆
分
担
は
、

五
・
六
章
お
よ
び
一

O
章
永
井
秀
夫
(
編
集
室
長
)
、
七

1
九
章
青
山
英
幸
(
編
集
員
)
で
あ
り
、

一
i
四
章
山
田

七
掌
以
下
に
つ
い
て

は
文
学
部
東
出
功
一
教
授
の
補
正
執
筆
を
願
っ
た
部
分
が
少
な
く
な
い
。

ま
た
全
体
に
わ
た
っ
て
、
水
井
が
目
を
通
し
、
統
一
を
図
っ
た
。
こ

れ
ま
で
北
大
が
編
集
し
た
通
史
と
し
て
は

『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道
帝
国
大
学
沿
革
史
』
(
中
島
九
郎
執
筆
、

一
九
二
六
年
)
、

『
北
海
道
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大
学
創
基
八
十
年
史
』

(
高
倉
新
一
郎
執
筆
、

一
九
六
五
年
)
が
あ
り
、
本
書
の
記
述
が
こ
れ
ら
の
業
績
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
言

ろ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
部
局
編
纂
の
歴
史
と
し
て
、

『
北
大
医
学
部
五
十
年
史
』
(
一
九
七
四
年
)
、

『
北
大
工
学
部
五
十
年
史
』
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(
一
九
七
五
年
)
、

『
創
立
一

O
周
年
記
念
北
海
道
大
学
獣
医
学
部
史
』
(
一
九
六
三
年
)
、
『
北

『
北
大
理
学
部
五
十
年
史
』
(
一
九
八
O
年〉、

海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
』
(
一
九
七
九
年
)

な
ど
が
あ
る
。

『
北
大
百
年
史

部
局
史
』
と
と
も
に
本
学
の
教
育
・
研
究
の
発
展
を
物

語
る
有
益
な
文
献
で
あ
り
、
本
書
執
筆
に
当
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
依
拠
し
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。

「
北
大
百
年
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て

選
び
出
し
た
項
目
数
は
約
三

O
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
北
大
の
教
育
・
研
究
の
諸
分
野
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
他
の
大
学

に
比
べ
た
場
合
の
北
大
の
特
質
を
示
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
札
幌
農
学
校
の
い
く
つ
か
の
側
面
と
と
も
に
、
北
海
道
や
北
方
地
域
、
植
民

地
な
ど
と
特
に
か
か
わ
り
の
あ
る
研
究
分
野
を
主
に
取
り
上
げ
て
項
目
を
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
広
汎
な
研
究
・
教
育
分

野
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
紙
数
の
点
か
ら
も
、
編
集
室
の
能
力
か
ら
見
て
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
各
項
目
の
記
述
は
、
特
徴
的
な
研
究

百己

の
発
展
を
主
と
し
、

「
諸
問
題
」
は
そ
れ

で
き
る
限
り
関
連
部
科
の
教
室
史
の
み
に
流
れ
な
い
よ
う
な
配
患
を
執
筆
者
に
お
願
い
し
た
。

f変

ぞ
れ
限
ら
れ
た
枚
数
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
表
面
的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
に
、
新
し
い
光
を
投
じ
た
力
稿
が
少
な
く
な

い
。
執
筆
者
の
か
た
が
た
に
特
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
こ
の
う
ち
「
ア
イ
ヌ
の
形
質
人
類
学
的
研
究
」
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
伊
藤

昌
一
名
誉
教
授
は
、
脱
稿
直
後
に
入
院
さ
れ
、
本
年
二
月
八
日
に
急
逝
さ
れ
た
の
で
文
字
ど
お
り
絶
筆
を
頂
い
た
こ
と
に
な
っ
た
。
心
よ

り
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

「
史
料
」
に
つ
い
て

史
料
は
東
北
帝
国
大
学
時
代
以
降
の
も
の
に
限
っ
た
。
内
容
は
、
官
制
お
よ
び
学
内
規
程
、
総
長
・
学
長
式
辞
な
ど
、
そ
れ
に
戦
後
改

草
の
時
期
の
諸
構
想
と
大
学
紛
争
史
料
お
よ
び
部
局
長
一
覧
を
付
し
た
。
紙
数
の
関
係
か
ら
、
準
備
し
た
史
料
の
う
ち
の
相
当
な
部
分
を

割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
官
制
や
諸
規
程
は
制
定
時
の
形
を
復
元
す
る
に
と
ど
め
、
そ
の
後
の
改
正
を
列
記
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
め

た
。
式
辞
等
も
、
時
代
の
雰
囲
気
や
そ
の
総
長
・
学
長
の
方
針
を
う
か
が
わ
せ
る
と
い
う
意
味
で
代
表
的
な
も
の
を
選
択
し
た
。
戦
前
の



学
生
運
動
関
係
史
料
、

イ
I
ル
ズ
事
件
関
係
史
料
、
大
学
紛
争
後
の
大
学
改
革
検
討
史
料
な
ど
は
割
愛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
。
ま
た
、
評
議
員
の
一
覧
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

「
統
計
」

「
年
表
」
等
に
つ
い
て

統
計
は
教
職
員
数
・
学
生
数
・
卒
業
者
入
学
者
数
な
ど
の
ほ
か
、
教
職
員
定
数
の
変
化
と
、
大
学
特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
変
化
と
を
表

示
し
た
。
大
学
財
政
は
、
特
別
会
計
の
ほ
か
に
、
時
期
に
よ
っ
て
は
文
部
省
一
般
会
計
臨
時
費
の
中
に
新
営
費
・
設
備
費
が
組
み
込
ま
れ

る
場
合
が
あ
っ
て
、
特
別
会
計
だ
け
で
は
大
学
財
政
の
全
貌
を
示
さ
な
い
。
こ
の
点
を
補
完
で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
あ
る
。
統
計

の
形
で
表
示
し
た
の
で
、
年
表
か
ら
は
教
職
員
定
数
に
関
す
る
勅
令
を
省
い
た
。
年
表
は
、

「
大
学
一
覧
」
所
載
の
年
表
、

『
北
海
道
大

学
創
基
八
十
年
史
』
の
年
表
、
各
部
局
史
の
年
表
な
ど
を
基
礎
と
し
、

『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』
な
ど
学
内
の
定
期
刊
行
物
、

『
北
海

タ
イ
ム
ス
』
な
ど
学
外
の
新
聞
か
ら
関
係
事
項
を
採
集
し
、
そ
の
他
関
係
文
献
や
学
内
の
簿
書
等
か
ら
確
か
め
得
た
事
項
を
も
っ
て
編
集

し
た
。
な
お
、
付
録
と
し
て
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
配
置
図
四
枚
を
年
代
順
に
選
び
、
こ
れ
を
添
え
た
。
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
適
切
な
図

面
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

以
上
の
作
業
の
う
ち
、
統
計
の
作
成
は
山
本
篤
子
、
河
西
英
通
が
こ
れ
に
当
た
り
、
年
表
の
編
集
は
蓮
池
美
幸
が
担
当
し
た
。

ま
た
各

新
聞
か
ら
北
大
関
係
事
項
を
採
録
す
る
作
業
は
、
高
橋
純
、
高
野
宣
行
、
出
利
葉
浩
司
の
三
名
が
分
担
し
た
。
こ
の
ほ
か
史
料
整
理
に
協

力
し
た
人
々
に
塩
谷
朋
子
、
源
洋
子
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
非
常
勤
の
形
で
は
あ
っ
た
が
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
編
集
作
業
を
分

担
し
、
編
集
室
員
と
苦
楽
を
と
も
に
し
た
感
が
あ
っ
た
。
編
集
助
手
の
石
見
和
子
(
旧
姓
竹
名
〉
、
近
藤
桂
子
は
史
料
の
蒐
集
・
整
理
お
よ

び
編
集
作
業
の
ほ
か
、
編
集
室
の
事
務
を
担
当
し
た
。
以
上
の
ほ
か
、
名
誉
教
授
朝
比
奈
英
三
は
編
集
室
顧
問
と
し
て
、

「
北
大
百
年
の
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諸
問
題
」
各
編
の
編
集
お
よ
び
執
筆
内
容
の
調
整
、

さ
ら
に
通
史
原
稿
の
校
閲
等
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
編
集
室
に
助
力
と
激
励
を
与
え

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
協
力
な
く
し
て
は
、
本
書
が
こ
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
完
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
本
書
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
書
類
の
検
索
、
歴
史
事
項
の
追
跡
や
確
認
な
ど
、
庶
務
課
・
人
事
課
・
管
財
課
・
主
計

課
・
入
学
主
幹
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
部
課
を
わ
ず
ら
わ
し
た
こ
と
が
少
な
ぐ
な
い
。
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
職
員
の
か
た
が
た
に

は
、
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

* 

* 

* 

* 

* 

本
書
の
発
行
を
も
っ
て
、

『
北
大
百
年
史
』
の
出
版
を
終
わ
り
、
北
海
道
大
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
専
門
委
員
会
お
よ

び
北
海
道
大
学
百
年
史
編
集
室
の
任
務
を
完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
版
専
門
委
員
会
の
設
置
か
ら
数
え
て
六
年
七
カ
月
、
百
年
史
編

集
室
の
設
置
か
ら
六
年
を
経
過
し
て
い
る
。
最
後
に
今
日
ま
で
の
編
集
経
過
を
略
記
し
て
お
き
た
い
。

記

一
九
七
四
年
(
昭
和
四
九
)
当
時
の
丹
羽
学
長
の
も
と
で
、

北
大
百
周
年
記
念
事

大
学
史
の
編
集
が
具
体
的
な
計
画
と
な
っ
た
の
は
、

後

業
の
計
画
が
棟
ら
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
丹
羽
学
長
は
七
つ
の
部
局
か
ら
推
薦
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
図
書
館
長
を
加
え
た
世
話
人
会
に
、

大
学
史
の
規
模
・
内
容
等
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。
世
話
人
会
は
、

『
百
年
史
』
は
通
説
・
部
局
史
・
史
料
編
の
一
一
一
部
か
ら
構
成
L
、
全
体

で
三

0
0
0ペ
ー
ジ

(
A
5
判
〉
程
度
の
規
模
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
、

写
真
集
・
小
史
な
ど
を
別
途
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
旨
を
含

め
て
答
申
し
た
。

翌
七
五
年
六
月
に
、
今
村
新
学
長
の
も
と
に
北
海
道
大
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

八
月
に
は
他
の
専
門
委
員
会

と
と
も
に
出
版
専
門
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
専
門
委
員
会
は
、

さ
き
の
世
話
人
会
の
答
申
を
基
礎
と
し
て
、

『
北
大
百
年
史
』
お

よ
び
『
写
真
集
北
大
百
年
』

(
北
大
小
史
の
記
述
を
含
む
)
の
編
集
・
発
行
を
任
務
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
年
に
世
話
人
会
の
と
り
ま

と
め
に
当
た
っ
た
永
井
秀
夫
(
文
学
部
)
が
、

以
後
長
期
に
わ
た
っ
て
大
学
史
編
集
の
責
任
を
負
う

出
版
専
門
委
員
会
委
員
長
と
な
り
、

こ
と
に
な
っ
た
。
委
員
は
委
員
長
・
図
書
館
長
の
ほ
か
、
各
学
部
・
教
養
部
・
各
研
究
所
・
図
書
館
か
ら
各
一
名
を
委
嘱
し
た
。
出
版
専



門
委
員
会
が
発
足
し
た
の
ち
、
同
委
員
会
に
副
委
員
長
を
置
く
こ
と
と
な
り
、
農
学
部
教
授
高
嶋
正
彦
が
こ
れ
に
推
さ
れ
た
。

出
版
専
門
委
員
会
委
員
は
、
中
途
で
交
替
し
た
委
員
を
も
含
め
て
左
記
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

委

員

長

文

学

部

永

井

秀

夫

副
委
員
長

農

学

部

委

文

学

部

員

教
育
学
部

法

学

部

経
済
学
部

理

学

部

医

学

部

歯

学

部

薬

学

部

工

学

部

高回佐高鈴松長門金!日
ノu富~t 

自鳥中藤山木沢岡馬子林玉田橋郷

正

彦

獣
医
学
部

高川大高佐水朝
比
奈

羽戸有早高塩秋

尾林村木イ白野島d鳥谷4馬JII 向島谷月

彰正

士

彰

水
産
学
部

輝

良

良F

武

教

養

部

光

コ告

τb 
J己、

秀弘

低
温
科
学
研
究
所

有

i育

陽

新

τ』
ι3 

英賢

治

栄

応
用
電
気
研
究
所

孝富

之

治

フ巳

触
媒
研
究
所

純

泰

正

博

免
疫
科
学
研
究
所

正

彦

譲

図
書
館
長

鏡

俊

幸

次

喜

内
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農

学

部

高

嶋

正

彦

出
版
専
門
委
員
会
は
、
ま
ず
『
写
真
集
北
大
百
年
』
の
編
集
に
当
た
っ
た
二
九
七
六
年
九
月
十
五
日
の
百
周
年
記
念
式
典
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
、
比
較
的
短
期
間
に
編
集
を
進
め
、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
に
製
作
を
依
頼
し
て
九
月
十
五
日
付
け
で
発
行
し
、
式
典
参

博繁

図

書

館
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列
者
や
募
金
に
応
じ
た
人
々
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
編
集
経
過
は
同
書
の
後
記
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

『
北
大
百
年

史
』
編
集
の
た
め
に
、

一
九
七
六
年
四
月
に
北
大
百
年
史
編
集
室
が
設
置
さ
れ
た
。
場
所
は
史
料
文
献
と
の
関
係
か
ら
附
属
図
書
館
内
を

希
望
し
、
図
書
館
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
図
書
館
五
階
東
側
の
一
室
を
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
編
集
員
と
し
て
学
内
か
ら
大
学
史
に

関
連
す
る
諸
分
野
の
教
官
の
参
加
を
得
、

ま
た
専
任
の
編
集
員
と
し
て
文
学
研
究
科
の
修
士
課
程
を
終
わ
っ
た
青
山
英
幸
・
山
田
博
司
の

二
名
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
二
名
が
、
そ
の
後
、
史
料
の
蒐
集
選
択
や
解
読
、
通
説
の
編
集
や
執
筆
な
ど
の
ほ
か
、
原
稿
の
指
定

校
正
に
至
る
ま
で
、

『
北
大
百
年
史
』
編
集
の
ほ
と
ん
ど
の
作
業
の
中
心
と
な
っ
た
。
今
日
ま
で
の
編
集
室
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

コ】
吾一

-u

編
集
室
長

編

集

員

高
嶋
正
彦
(
農
学
部
・
同
副
委
員
長
)

永
井
秀
夫
(
文
学
部
・
出
版
専
門
委
員
会
委
員
長
)

後

I! 

秋
月
俊
幸
(
図
書
館
北
方
資
料
室
)

ノケ

朝
比
奈
英
三
(
低
温
科
学
研
究
所
・
一
九
七
八
年
四
月
ま
で
)

グ

遠
藤
一
夫
(
工
学
部
)

必Y

大
崎
恵
治
(
農
学
部
)

I! 

佐
伯
有
清
(
文
学
部
〉

ノγ

田

中

彰
(
文
学
部
)

グ

長
岡
新
吉
(
経
済
学
部
)

I! 

松
沢
弘
陽
(
法
学
部
〉

I! 

(
専
任
)
青
山
英
幸

I! 

(
専
任
)
山
田
博
司



編
集
助
手
(
専
任
)
石
見
和
子
(
旧
姓
竹
名
、

一
九
七
七
年
四
月
i
七
九
年
一
一
一
月
)
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(
専
任
)
近
藤
桂
子
(
一
九
七
九
年
四
月
1
八
一
年
三
月
)

顧

問

高
倉
新
一
郎
(
名
誉
教
授
)

朝
比
奈
英
三
(
名
誉
教
授
・
一
九
七
八
年
五
月
よ
り
)

一
九
七
六
年
七
月
に
は
、

『
写
真
集
北
大
百
年
』
の
作
業
が
実
質
的
に
終
わ
り
、
こ
の
時
期
か
ら
『
北
大
百
年
史
』
の
編
集
作
業
が
開

始
さ
れ
た
。
以
下
刊
行
の
順
序
に
従
っ
て
、
各
編
ご
と
に
編
集
の
経
過
を
記
す
。

「
部
局
史
」
に
つ
い
て

七
六
年
七
月
に
、
部
局
別
執
筆
枚
数
と
執
筆
の
要
項
を
定
め
、
名
部
局
ご
と
に
そ
の
部
局
の
出
版
専
門
委
員
会
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
d

執
筆
す
る
こ
と
と
し
た
。
原
稿
の
完
成
は
七
八
年
三
月
に
予
定
し
、
連
絡
調
整
を
と
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
た
結
果
、
大
半
の
部
局
が
七

八
年
の
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
脱
稿
し
た
。
そ
の
後
章
別
構
成
や
表
現
の
統
一
の
た
め
、
多
少
の
補
正
を
お
願
い
し
、
ご
く
一
部
の

部
局
を
除
い
て
は
七
九
年
五
月
ま
で
に
最
終
原
稿
を
仕
上
げ
た
。
株
式
会
社
「
ぎ
ょ
う
せ
い
」
に
出
版
を
委
託
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の

は
こ
の
三
月
で
あ
っ
た
。
七
九
年
七
月
か
ら
原
稿
を
出
版
社
に
引
き
渡
し
、

一
部
は
遅
れ
て
十
月
に
最
終
原
稿
を
引
き
渡
し
た
が
、
翌
八

O
年
三
月
に
発
行
を
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
部
局
ご
と
に
記
述
の
重
点
の
置
き
方
や
表
現
の
仕
方
に
差
違
が
あ
っ
た
が
、
技
術

的
な
統
一
以
外
に
無
理
な
調
整
は
行
わ
な
か
っ
た
。

「
札
幌
農
学
校
史
料
」
に
つ
い
て

史
料
編
と
し
て
札
幌
農
学
校
関
係
史
料
の
覆
刻
を
行
っ
た
こ
と
は
、

『
北
大
百
年
史
』
の
特
色
と
言
っ
て
よ
い
。

「
札
幌
農
学
校
史
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料
」
は
、
本
学
所
蔵
の
札
幌
農
学
校
関
係
簿
書
記
録
類
の
抄
録
に
、
開
拓
使
文
書
、
太
政
官
i
内
閣
文
書
な
ど
か
ら
摘
出
し
た
関
係
史
料

を
織
り
込
み
、
そ
れ
に
外
国
人
教
師
書
簡
や
開
識
社
記
録
な
ど
を
加
え
て
編
集
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
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後
記
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
編
集
室
は
ま
ず
札
幌
農
学
校
簿
書
目
録
を
作
成
し
、

一
O
O
O冊
に
及
ぶ
簿
書
群

七
六
年
七
月
か
ら
、

を
通
読
し
て
重
要
度
の
高
い
史
料
を
選
択
し
、
解
読
・
筆
写
す
る
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
が
、
容
易
に
進
展
し
な
か
っ
た
。

一
九
七
七
年

の
夏
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
お
お
よ
そ
の
選
択
を
加
え
た
文
書
を
、
規
則
・
人
事
・
行
事
・
学
生
生
活
な
ど
の
諸
項
目
に
分
類
し
、
編
集
員

が
分
担
通
読
し
て
さ
ら
に
採
録
文
書
を
絞
っ
た
。
七
八
年
七
月
に
は
、

四
O
O字
詰
原
稿
用
紙
約
六

O
O
O枚
の
第
一
次
草
稿
が
仕
上
が

り
、
こ
れ
か
ら
史
料
の
欠
を
補
い
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
大
幅
に
縮
小
す
る
計
画
で
作
業
を
進
め
た
が
、

七
九
年
春
に
第
二
次
草
稿
と

し
て
残
っ
た
の
は
、

や
は
り
五

O
O
O枚
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
や
む
を
得
ず
「
札
幌
農
学
校
史
料
」
を
二
分
冊
と
す
る
こ
と
と
し
、

ま

た
帝
国
大
学
時
代
以
降
の
史
料
は
「
通
説
」
に
載
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
再
度
原
本
と
の
照
合
を
行
っ
た
上
で
入

O
年
の
六
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
原
稿
を
出
版
社
に
引
き
渡
し
、
翌
八
一
年
の
四
月
お
よ
び
七
月
に
二
つ
の
分
冊
が
発
行
さ
れ
た
。

「
札
幌
農
学
校
史
料
」

記

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
編
集
員
・
編
集
助
手
の
ほ
か
前
回
徳
泰
、
鬼
柳
規
子
、
小
賀
坂
備
子
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
。

後

「
通
説
」
に
つ
い
て

本
書
の
内
容
構
成
や
趣
旨
に
つ
い
て
は
前
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

一
九
七
七
年
夏

以
降
の
編
集
室
会
議
で
審
議
さ
れ
、

七
八
年
九
月
か
ら
は
通
史
の
章
別
構
成
や
「
諸
問
題
」
の
項
目
・
執
筆
者
の
選
定
に
つ
い
て
、

ま
た

お
よ
そ
の
ペ
ー
ジ
数
の
配
分
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

「
通
説
」
の
構
成
や
諸
項
目
が
最
終
的
に
確
定
し
、
出
版
専
門
委
員
会
の
了
承
を

得
た
の
は
、

一
九
八

O
年
(
昭
和
五
五
)
初
頭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
期
間
に
、
事
務
局
所
管
の
庶
務
会
計
書
類
の
調
査
冶
国
立
公
文

書
館
・
国
会
図
書
館
・
外
交
史
料
館
・
大
蔵
省
財
政
史
室
・
東
北
大
学
記
念
資
料
室
な
ど
に
あ
る
北
大
関
係
史
料
の
調
査
蒐
集
、
佐
藤
・

内
村
・
新
渡
戸
に
始
ま
る
大
学
関
係
者
の
関
連
史
料
の
調
査
な
ど
、
各
種
の
史
料
蒐
集
が
進
め
ら
れ
た
。

一
九
八

O
年
二
月
に
、

「
北
大
百
年
の
諸
問
題
」
各
項
目
の
執
筆
を
依
頼
し
、

八
一
年
三
月
ま
で
に
過
半
の
原
稿
が
完
成
し
た
が
、
さ

ら
に
内
容
や
表
現
に
つ
い
て
改
訂
、
補
筆
を
重
ね
、

八
一
年
十
二
月
に
最
終
稿
が
完
成
し
た
。

「
通
史
」
に
つ
い
て
は
入

O
年
の

一方、



夏
か
ら
執
筆
に
着
手
し
た
が
、
執
筆
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
入
一
年
の
春
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
通
史
」
部
分
の
完
成
は
「
諸

問
題
」
各
項
目
よ
り
遅
れ
、

一
部
の
原
稿
は
八
二
年
一
月
ま
で
持
ち
越
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

「
通
説
」
全
体
の
原
稿
は
八

年
十
月
か
ら
八
二
年
一
月
に
か
け
て
出
版
社
に
引
き
渡
さ
れ
、

八
二
年
七
月
刊
行
の
見
通
し
を
得
た
の
で
あ
る
。

入
一
年
度
の
最
後
の
半

年
聞
は
、
編
集
室
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
最
も
苦
し
い
期
間
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
編
集
経
過
に
付
随
し
て
、
次
の
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。

一
つ
は
、
編
集
を
円
滑
に
し
、
執
筆
以
前
の
予
備
的
な
研
究
や
史

料
紹
介
を
試
み
、
大
学
関
係
者
や
関
連
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
に
『
北
大
百
年
史
編
集
ニ
ュ
ー
ス
』
を
刊
行
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

一
九
七
七
年
六
月
に
第
一
号
を
発
行
し
、

入
O
年
十
一
月
に
第
十
一
号
を
発
行
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
後
編

集
室
が
執
筆
態
勢
に
入
り
、
極
端
に
多
忙
に
な
っ
た
た
め
、
発
行
を
継
続
す
る
余
裕
が
な
く
な
っ
た
。

A
5
判
三

0
ペ
ー
ジ
足
ら
ず
の
ニ

ナ
l

ス
で
は
あ
っ
た
が
、
期
待
し
た
効
果
は
あ
る
程
度
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
点
は
、
大
学
史
編
集
を
側
面
か
ら
支
え
る
た
め
、
札
幌
農
学
校
研
究
の
チ
l
ム
を
編
成
し
て
科
学
研
究
費
の
助
成
を
受
け

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
日
本
近
代
史
に
お
け
る
札
幌
農
学
校
の
研
究
」
と
い
う
課
題
で
、
永
井
を
研
究
代
表
者
と
し
、
編
集
室
メ
ン

パ
ー
の
大
半
を
研
究
分
担
者
と
し
て
、
農
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
検
討
し
た
。

一
九
七
七
年
度
か
ら
七
九
年
度
に
か
け
て
研
究
助
成

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
a

農
学
校
に
対
す
る
共
通
の
理
解
を
深
め
る
の
に
役
だ
っ
た
と
思
う
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
、

よ
う
や
く
『
北
大
百
年
史
』
が
完
成
し
た
。
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
三
冊
三

0
0
0ペ
ー
ジ
と
い

う
規
模
は
、

「
通
説
」

「
部
局
史
」
そ
れ
ぞ
れ
約
一
五

0
0ペ
ー
ジ
、

「
札
幌
農
学
校
史
料
」
付
・
白
を
合
わ
せ
て
一
七

0
0
ペ
ー
ジ

1237 

余
、
合
計
四
七

0
0ペ
ー
ジ
を
超
え
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
編
集
期
間
も
当
初
の
四
年
計
画
が
、
最
終
的
に
は
六
カ
年
を
費
や
し
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
永
井
が
一
九
七
八
年
四
月
か
ら
二
年
間
文
学
部
長
の
職
に
就
い
た
た
め
に
、
仕
事
に
遅
れ
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
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面
も
あ
る
が
、
内
容
の
拡
張
に
伴
っ
て
仕
事
量
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
大
学
史
編
纂
の
テ
ン
ポ
と
し
て
、
決
し
て
遅
い
方

で
は
な
か
っ
た
。
編
集
員
・
編
集
助
手
の
か
た
が
た
、
出
版
専
門
委
員
会
委
員
お
よ
び
部
局
史
執
筆
委
員
の
か
た
が
た
の
努
力
に
対
し

て
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

史
料
蒐
集
の
面
で
は
、
前
記
の
諸
機
関
の
か
た
が
た
や
北
大
関
係
者
の
遺
族
の
か
た
が
た
の
協
力
を
得
、
学
内
史
料
に
関
し
て
は
学
内

諸
部
課
の
協
力
を
得
た
ほ
か
、
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
に
は
史
料
お
よ
び
編
集
に
つ
い
て
全
面
的
な
協
力
と
教
示
を
得
た
。
大
学
沿
革

資
料
を
集
積
し
て
き
た
北
方
資
料
室
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
『
北
大
百
年
史
』
の
編
集
は
こ
れ
ほ
ど
円
滑
に
は
進
ま
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

こ
の
出
版
事
業
は
、
他
の
記
念
事
業
と
と
も
に
、
北
海
道
大
学
創
基
百
周
年
記
念
事
業
後
援
会
(
会
長
犬
飼
哲
夫
)
に
結
集
し
た
同
窓

記

生
・
教
職
員
そ
の
他
関
連
企
業
・
団
体
の
醸
金
を
基
礎
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
の
事
業
を
終
え
る
に
当
た
っ
て
、

後

改
め
て
関
係
者
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

ま
た
編
集
・
出
版
の
遂
行
に
当
た
り
、
庶
務
的
な
面
と
経
理
面
を
担
当
し
た
庶
務
部
庶
務
課
、
経
理
部
経
理
課
、

お
よ
び
編
集
の
場
を

提
供
し
て
く
れ
た
附
属
図
書
館
に
対
し
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
製
作
に
当
た
っ
た
「
ぎ
ょ
う
せ
い
」
関
係
者
の
努
力
を
多
と
す
る
も
の

で
あ
る
。一
九
八
二
年
三
月

北
海
道
大
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

出
版
専
門
委
員
会
委
員
長

永

井

秀

夫



凡例

(1) 年代，月日について

年代，月日の表記は西洋紀年・陽暦を用いたが，明治5年までは陰暦の月日を用い

た。

(2) 法令について

法令は原則として公布日を採り，公布日と施行日とが相異する場合には施行日を併記

した。法令公布の日付は，当該法令登載官報の日付を採用した。なお勅令の場合は(勅

0)と略記した。
(3) 参照文献について

一部の項目は，末尾に CJをもって参照文献を示した。ただし，本年表の各項目の
記載は，その参照文献の記述を補正したものもある。略記号は以下のとおりである。

五史一一創基五イ年記念北海道帝国大学治意史

八史一一北海道大学創基八十年史

部局一一北大百年史部局史

史料一一北大百年史札幌農学校史料H，同
年報一一札幌農蟹年報

一覧一一札幌農学校一覧，東北帝国大学農科大学一覧，北海道帝国大学一覧，北海道大学一覧

時報一一北大時報

理史一一北大理学部五寸年史

医史一一一北大医学部五寸年史

工史一一北大工学部五十年史

教養一一北海道大学教養部三十年史

寮史一一恵迫寮史

学芸一一学芸会雑誌

文武一一文武会雑誌，文武会々報

大新一一北海道帝国大学新聞，北海道大学新聞

北毎一一北海道毎日新聞

北海一一北海タイムス

道新一一ー北海道新聞

小博一一小樽新聞

東朝一一東京朝日新聞

東日一一東京日日新聞

大毎一一大阪毎日新聞

報知一一報知新聞

読売一一読売新聞

年鑑一一北海道年鑑

道史一一新北海道史第9巻年表
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